
地域農業の未来を話し合いましょう!!
これまでの「人・農地プラン」が「地域計画」へ変わります。

肥料を削減したい

農地を借りたい
（買いたい）

国産飼料の生
産を拡大したい

輸出に取り
組みたい

加工施設を整備したい

スマート農業に
取り組みたい

他にも・・

他産地との労力補完シス
テムを構築したい

土壌改良や排水
対策をして欲しい

農道を整備
して欲しい

経営を譲りたい

鳥獣害被害
を防ぎたい

基盤整備をして欲しい

〇地域農業の将来の在り方と，その実現に向けた取組を，
みんなで話し合い「地域計画」にまとめましょう。

〇「地域計画」は，地域の皆さんの話し合いの内容を，町が
取りまとめて公表します。

法人化したい
農地を一カ所に
集めたい あの荒廃農地は

どうなってるの

農地を貸したい
（売りたい）

鹿児島県・和泊町・和泊町農業委員会

農地の課題 経営の課題

地域全体の課題 生産・販売の課題

集落営農を
作りたい

農作業を請け
負いたい

農業用機械を
導入したい

農作業を人に
頼みたい

有機農業
をしたい

耕畜連携に取
り組みたい

人を雇いたい

遊休機械を
譲りたい他にも・・

他にも・・

他にも・・

地域計画

話し合い



〇 農業者の減少や高齢化が進み，荒廃（遊休）農地の拡大が懸念されています。
〇 将来（10年後）も，利用する（できる）農地は，どれくらいありますか。
◎ 話し合いに参加し，将来の地域農業の在り方について，自分の意向を
明確にしましょう。

目標地図（素
案）の作成

地域の皆さん
による
話し合い

地域計画の
策定

地域計画の
実行

・農業委員・農地利用最適化推進委員等が，
農地の出し手と受け手の意向を調査

意向調査

・意向調査等を基に，将来の農地の集約化計画等を
記した地図を作成（シミュレーション結果を提示）

・地域の将来に向け，地域で話し合い。
（農地の一筆毎に，将来の耕作者を可能な範囲で明確化）

・話し合いで，将来の地域農業の在り方や，
農用地の利用目標(案)等を決定
・目標達成に向けて必要な手段を決定

・話し合い結果を地域計画(案)としてまとめる。
・公告，縦覧を経て，地域計画を策定

・目標達成に向け，実践活動を行う。

「地域計画」の策定・実行

＜地域計画の策定・実行の流れ（例）＞

町等による協議（町の全体計画を検討）

町を中心に協議結果のまとめ（地域計画(案)を確認）

農
用
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は
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話
し
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い
を

「地域計画」には，地域ごとに
①地域農業の将来の在り方，
②農用地の利用目標（農用地の
利用方針，集団化目標），

③目標達成のための措置(農用
地集積の取組，各種対策），

④目標地図（10年後の農地利用
の姿を示した将来図）を取りま
とめます。

「地域計画」は，農業経営基盤強化促進法の改正(Ｒ５年４月施行)により，令和７年３月末までに策定することとされています。


